
 

 

 

 

 

  

卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。１・２年生の皆さんもそれぞれ１年間の学びを経

て進級です。今年度も感染症対策等で、まだまだ制約も多い中での高校生活だったかと思いますが、

工夫したり、皆で協力したりしながら乗り越えてきた経験は、きっと皆さんの力となり、今後の飛躍

の素地となっていることと思います。この１年を振り返りながら、希望に満ちた新たな春を迎えまし

ょう。 

３月１日 

３月１日（水）、天候にも恵まれ予定通り９時より第７５回卒業証書授与式を挙行しました。４年ぶりに、多くの

来賓・保護者の皆様をお迎えし、全校生徒が一堂に会しての卒業証書授与式となり、厳粛な中にも心温まる時間を

共にしました。 

東校長は式辞の中で、ハーバード大学のマイケル・サンデル教授の言葉を引きながら、コロナ禍は二極化や分断

等、我々の生きる社会の課題を顕在化させたが、その中で私たちは学び続けることの重要性を認識し、正解のない

課題に対して何とか最適解を導き出そうと自ずと「協働」を実践していたことを伝えました。卒業生の皆さんには、

｢人間到る処青山あり｣「われら地球人」の文言のように、新宮高校で培った力を生かして世界中どこへでも出向い

て活躍してほしい、そしてその中で故郷新宮の地や母校にも思いを寄せてほしいと雄飛への期待を述べました。 

在校生代表送辞は生徒会長の磯﨑咲良さんが行い、卒業生代表の答辞は細見苑子さんが行いました。 答辞では、

コロナは私たちの当たり前の青春をあっけなく奪っていったが、次のステップに進む今、コロナ禍が終わるとする

ならこんなに恵まれたことはないとし、青春はこれからであり、感謝と希望にあふれた新しい春を迎えよう、と前

を向いて呼びかけました。また「戦争に反対する唯一の手段は、各自の生活を美しくして、それに執着すること」と

いう英文学者吉田健一氏のエッセイの一節を紹介し、やるべきことをきちんとできる、自分と周りの人を大切にす

る「美しい新高生」として、周囲の方々への感謝と共に巣立つ決意を示しました。 

卒業生１７０名の今後のますますの活躍を期待しています。 

 

 

 

 

 

３月１５日 

３月１５日（水）６限には１年生を対象に、７限には２年生を対象に進路 LHR を実施しました。進路希望別に

「就職・公務員」「高看・専門学校」「私大文系・短大」「国公立大文系」「国公立大理系・私大理系」の５つの分科会

にわかれ、それぞれの進路に関する説明を受けるとともに、この春の卒業生から進路実現に向けての体験談を聞き

ました。身近な先輩のリアルな体験談は、大いに参考になったことと思います。 
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３月１５～１７日 
３月１５日（水）１限目に、「社会（日本史）×理科（化学）」（大須賀先生・松下先生）の教科横断型授業が２年

１組で行われ、城の天守閣の外壁に注目しながら、身近な暮らしの中に化学が存在することを学びました。また、３

月１６日（木）１限目に、「国語×美術」（前野先生・中畑先生）の教科横断型授業が１年３組を対象に情報教室で行

われ、古代の色やかさねの色目について学びながら、現代風のかさねを作成しました。３月１７日（金）３～５限目

には、「情報×理科×社会」（髙須先生・太田淳一先生・大石先生）の教科横断型授業が３限連続で１年５組を対象に

実施されました。地球温暖化とその対策について、理科と社会科の観点から説明を受けた後、４人１班になって探

究を進めました。まとめとして、各グループで考えた対策を発表し、クラス全体で共有しました。 

 

 

 

 

３月２３日 
３月２３日（木）に、１・２年生でクラスマッチを行いました。あいにくの雨天でしたが、会場となった体育館の

中は熱気があふれ、サッカー、ドッジボール、バドミントンの各競技で熱戦が繰り広げられました。試合の様子は、

オンラインで教室に同時配信され、各教室でも応援することができるなど、大変盛り上がった１日となりました。 

 

 

 

 

 

修了式・離任式 ３月２４日 
３月２４日（金）に、令和４年度３学期終業式と令和４年度修了式を行いました。 

東校長は式辞の中で、薩摩藩島津家の家訓を紹介し、「①何かに挑戦し、成功した者。②何かに挑戦し、失敗し

た者。③自ら挑戦しなかったが、挑戦した人の手助けをした者。④何もしなかった者。⑤何もせず、批判だけして

いる者。」の順に評価されるとして、挑戦することの大切さを改めて話されました。生徒の皆さんは、時間を味方

とし、挑戦した上で、上手くいったこともそうでないことも自身の経験として大きく成長し、雄飛してほしいと述

べられました。 

また修了式の後、今年度後半に活躍した生徒の表彰式を行い、その後、令和４年度末の人事により異動となった

先生方の離任式が行われました。校務により出席できなかった２名の先生方を除く１５名の先生方が、壇上から生

徒たちにメッセージを届けました。異動される先生方は次の方々です。 

東啓史校長先生【ご退職】・雑賀亨先生（数学科）【ご退職・再任用で本校全日制】・岡本耕政先生（保健体育科）

【ご退職・再任用で本校定時制へ】・黒川真己先生（理科）【ご退職】・上久保輝先生（理科）【ご昇任・新翔高校教頭

先生に】・日下小百合先生（国語科）【紀央館高校へ】・髙須崇先生（情報科）【串本古座高校へ】・松下愉久先生（理

科）【向陽高校へ】・中畑久美先生（芸術科美術）【新翔高校へ】・亀谷覚史先生（地歴公民科）【串本古座高校へ】・倉

谷宣宏先生（数学科）【日高高校定時制へ】・池本文香先生（英語科）【南部高校龍神分校へ】・太田淳一先生（地歴公

民科）【南紀はまゆう支援学校へ】・太田智修先生（数学科）【田辺高校へ】・森忠大先生（数学科）【串本古座高校へ】・

須賀美樹先生（事務）【和歌山県教育委員会へ】・玉井雄大先生（事務）【南紀はまゆう支援学校へ】 

先生方の今後のご健勝とご活躍を祈っています。 


